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研究報告技術センター事業から

　製品設計・開発の際は、その製品が使用者にとって安全で快適であることが第一に求められます。安
全を確保するため、様々な法規制があり、ものづくりを行う上で、これらの規制は避けて通れないもの
となっています。本セミナーでは、その規制の中から、「電気用品安全法」を中心に講演いただきました。
　「電気用品安全法」の対象となる「電気用品」には、登録検査機関による適合証明書が必要な「特定
電気用品」と、事業者の自己確認が必要な「特定電気用品以外の電気用品」があり、本セミナーではそ
の違いや対象となる製品の具体例を紹介いただきました。また、同法における日本固有の規定と国際
規格に整合された規定との違いなどに加えて、電気・電子製品に内在する危険性として「感電」を取り
上げ、ＩＥＣ規格における感電保護クラスの種別や絶縁の種類、その種の絶縁が求められる箇所などに
ついて、説明をいただきました。

製品安全 基礎
―安全で信頼性のある製品を提供するために―

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気・電子担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp

安心・安全な電気・電子製品を開発し提供するためには、製品から放出される電磁ノイズの低減・規制対応や、日常で発
生している雷、静電気、他の製品から放出の電磁ノイズを受けた際に誤動作・故障しないように対策するなど、ＥＭＣ（電
磁環境両立性）の技術が必要となります。
当センターでは、このＥＭＣ技術を広めるため、セミナーを開催しておりますので、その概要を紹介します。

「ＥＭＣ技術セミナー」のご紹介

平成２７年度の開催状況及び予定

■第一部

第１回
（６月２２日開催）

第2回
（８月２８日開催）

第3回
（日時未定）

「電気回路の基礎」
【講師】独立行政法人国立高等専門学校機構奈良工業高等専門学校　教授　藤井 治久 氏

第1回セミナーの様子

「ＥＭＣ対策技術」などの内容で12月以降に開催を予定しています。
日時などの詳細は、追って、当センターホームページやメールマガジンなどでお知らせします。

　機械部品の摺動部など物体同士が擦れる界面では、その表面状態が摩擦・摺動特性に大きく影響することから、目的に応じ各
種コーティング等さまざまな表面改質が行われており、また表面に機械加工やショットピーニングなどにより微細な凹凸を作るこ
とで、摩擦・摺動特性の向上が図られています。本研究では、高硬度で低摩擦係数の特性を持つダイヤモンドライクカーボン
（DLC）を成膜する際、基材をメッシュ状のマスクを用いて部分選択的に成膜を抑制することでDLCの微細凹凸形状を形成し1)、摩
擦・摺動特性について検討しました。

マスク材として市販のポリエステル製の平織りメッシュ（目開き寸法は約
50、100、200μm）を用い、成膜基材はバフ鏡面仕上げしたSDK11とし、右
図のようにマスク材を基材上に配置しプラズマイオン注入製膜法（PBIID）で
成膜を行いました。摩擦摩耗試験は、往復摺動式摩擦摩耗試験機（神鋼造機
製）を使用し、SUJ2およびSUS304鋼球を相手材として試験を行いました。

表面微細凹凸形状を有する
ダイヤモンドライクカーボンの創製に関する研究（Ⅱ）

１　はじめに

２　実験方法

◆往復摺動式摩擦摩耗試験の結果、微細凹凸形状を形成することにより摩擦係数が低下し、摩耗粉の発生量が大幅に減少しました。
◆これは、アブレッシブな摩耗形態となる実用鋼表面の炭化物などの介在物との接点が減少したこと、また摺動界面の摩耗性粒子が
凹凸の溝部に捕捉されたことにより、相手材の摩耗量が抑えられたためだと考えられます。

３　結果

■基盤技術課　服部 悟

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

自社製品にDLC膜を試してみませんか？
　DLCは高硬度、低摩擦係数といった摺動特性だけでなく、耐食性や生体適合性といった優れた特性を利用し、近年では医療用具
などへも適用が広がっています。当センターでは、PBIID方式DLC成膜装置を所有していますので、このような高機能を持った
DLC膜を気軽に試していただけます。ぜひ一度お試しください。詳しくは、下記担当までご相談ください。

◎摺動試験後の摩耗粉の状態 ◎往復摺動試験による摩擦係数
通常の平滑なDLC

微細凹凸形状DLC

凹部やエッジ部で
摩耗粉が捕捉され
ています。

DLC断面形の変化や研磨性粒子を
捕捉する凹部が増えるためメッシュ
サイズが小さくなるに従い摩擦係
数は低下しています。

１）大竹尚登 他 ： 精密工学会誌，vol.71，P.1588 （2005）

【講師】ＰＳＥジャパン株式会社 代表取締役　櫨山 泰亮 氏

　本セミナーでは、はじめに、日常生活で使用している製品から放出されている電磁ノイズの様子を
説明いただき、身の回りの製品が各種電磁ノイズを受けた際に誤動作・故障しないことの重要性など
について講演いただきました。
　また、ＥＭＣ規格について、国際規格などを定める組織について説明をいただいた後、国内外のＥＭ
Ｃ規制の状況について講演をいただきました。世界各国は、国際規格に基づいて法規制や自主規制を
行っていますが、その運用には差があること、また、欧州では製品（群）規格が制定されており、欧州市
場への製品投入には十分な調査が必要であることなどについても説明をいただきました。加えて、エ
ミッション測定（製品自身が放出している電磁ノイズの測定試験）やイミュニティ試験（製品が電磁ノイ
ズを受けた際の耐性を調べる試験）の種類や試験方法について、実際の試験写真などを交えて紹介
いただくとともに、ＥＭＣ規格の最新の動向についてもお話しいただきました。

ＥＭＣ規格と試験方法■第二部

【講師】一般社団法人ＫＥＣ関西電子工業振興センター専門委員会推進部　井上 正弘 氏


